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 第 4 章では，過去にヘプタクロル類が検出された圃場の土壌試料 60 検体につい
て，構築した土壌抽出液前処理法と ic-ELISA による分析を行い，GC-MS 分析値と
比較を行った．GC−MS 分析により検出下限値以下であった 34 検体は ic-ELISA に
おいても検出下限値以下であり，ic-ELISA による偽陽性は認められなかった．分析
値が得られた 26 検体については，ic-ELISA 値と GC−MS 値との間に良好な相関
（R2 =0.966）を示し，かつ，GC-MS 値と近似した値を得たことから，構築した土壌抽
出液前処理法の有効性が確認された． 
 本研究で開発した MSPD 法による土壌抽出液前処理法と，ヘプタクロル類測定用
ic-ELISA の組み合わせによる土壌残留ヘプタクロル類分析法土壌残留ヘプタクロ
ルのかぼちゃ作付け前土壌診断ガイドラインとして採択されている．（地方独立行政
法人北海道立総合研究機構中央農業試験場 農業環境部環境保全グループ，
www.hro.or.jp/list/agricultural/center/pdf/heptachlor.pdf ） 
 第 5 章では，Lab-on-a-CD への免疫測定の応用について記述した． 
人為的誤差の排除や操作性の簡便化，免疫反応場の微小化による反応の高速化
や高収率化等が期待される Lab-on-a-CD 上で免疫測定系を構築するため，官能基
導入基板の活用とビオチン・ストレプトアビジン結合による形成によって，ビオチン標
識 1 次抗体の累積膜を形成させ，Lab-on-a-CD 上でのサンドイッチ ELISA を構築し
た．マウスイムノグロブリン G の測定について検討した結果，Lab-on-a-CD 上でマウス
イムノグロブリン G を測定した結果，0.003〜30 ng/assay の微量な範囲で用量依存的
な反応性が観察され，Lab-on-a-CD における高感度免疫測定法の構築の可能性を
示すことに成功した． 
 第 6 章では，第 1 章から第 5 章までで得られた主要な知見をまとめ，本論文の総
括とした． 
 
